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【研究プロジェクト名および概要】 
 

Ⅰ. 免疫細胞の分化と機能発現におけるクロマチン高次構造の機能解析 

私たちの細胞1個に含まれるDNAをつなげると約2メートルにもなります。このように非常に長いDNA
は細胞核の中にクロマチン高次構造を形成して収納されていますが、この構造が持つ機能はほとんどわか

っていません。私たちの研究室では病原体の感染防御に必要な免疫細胞の分化過程におけるクロマチン高

次構造形成の分子機序とその機能的意義を明らかにし、最終的にはクロマチン高次構造形成を制御する新

たな免疫疾患治療薬の開発に挑戦します。 
 

Ⅱ. 免疫細胞の分化と機能発現における遺伝子発現制御領域の機能解析 

私たちのゲノム DNA には約 2 万個のタンパク質をコードする遺伝子があります。これらの遺伝子の発

現のオン・オフは遺伝子の近く（プロモーター領域）あるいは遠く（エンハンサー領域）にある遺伝子発

現制御領域により調節されています。しかし、この遺伝子発現制御領域は 1 つの遺伝子について複数存在

することも多いため、これらの領域の生体レベルでの機能はわかっていないものがほとんどです。私たち

は免疫細胞の分化や機能発現における遺伝子発現制御領域の機能をゲノム編集などの技術を用いて明ら

かにしていきます。 
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【特殊技術・特殊装置】  

① 網羅的クロマチン高次構造解析技術（Hi-C, capture Hi-C） 
② クロマチン高次構造可視化技術（Oligopaint DNA FISH） 
③ 遺伝子発現制御領域の同定技術（ChIP-seq, CUT&Tag, ATAC-seq） 
④ バイオインフォマティクス 
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